青風荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　24年　2月　27日　担当：小坂　和子　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　馬渡　武光　　様　　　　　男・女　　　　昭和　14年　5月　30日生（72歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市一番町3丁目5-13　　　　電話　27-2893

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　糖尿病

	
	発症時期
	　S30年頃（17歳時）
	罹 患 期 間
	約　55年

	
	入院回数
	　　3回　　
	延べ入院年数
	　約　40　年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	隔週土曜日（　週　　　回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	　　精神（　1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金１級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　区分2
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ14年10月11日
	身長
	155.5cm
	体重
	53.7kg

＋1.4

	最終学歴
	八戸高校中退
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	　特になし
	

	保　護　者
	氏　　名　　　馬渡　武志　様　　　　　　　続柄　兄　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

身の回りの事を自分で行えるようになる。

	入院・治療歴　初診日

Ｓ30年頃～　　　　　　　入院　　　　　　八戸精神病院（日赤）

Ｓ34年　4月　　～　　Ｓ38年　6月　　　　　青南病院

Ｓ42年12月　　～　　Ｈ14年10月　　　　　青南病院

Ｈ17年　9月　　～　　Ｈ17年10月　　　　　入院（低血症性ミオパチー）

	生活歴　

同胞4名の第２子として出生。三条小・中学校を卒業後、八戸高校へ入学する。高校２年時の時に友達の言動、テニス部の同窓や先輩から言われたことを気にして発病し、八戸精神病院（現日赤）へ入院する。高校2年時の春に中退となり、S34年4月10日～S38年6月まで青南病院へ入院となる。退院後2.3ヶ月頃より生活が不規則となり、起床・食事も出来ない状態となる。家族の促しに時として暴力的となることもあり、S42年12月、青南病院へ医療保護入院となる。社会復帰施設病棟を経て、H14年10月青風荘入所となる。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 長兄の武志氏が保護者となっている。以前、外泊に連れて行った時には、本人がいるスペースが無いということで、廊下に休ませている事があったとの事。青風荘たより等にて面会・外出を依頼していますが、殆ど来られることはない。また諸手続き等の書類を持って来られた際も本人へ会って行くことはない。

· 本人の年金は、保護者が管理しており、2ヶ月に1度振込みしている。


平成　24年　2月　27日　（月）

	氏　名
	　馬渡　武光　様
	男・女
	生年月日
	　昭和14　年　5月　30日　（72歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 長期入院により失われた社会性の獲得と生活の質の向上
· 糖尿病の管理


	これまでの経過　（前回評価日　H23年　9月　26日　　）

	前回の問題点　

・　荘内生活のルールや衛生面において不適切な行動が見られる。　

・　糖尿病の理解が乏しい。

○ 日常生活について

・落ち着いて過ごす事は稀で、殆どウロウロ歩きながら他者の背後から覗き込んだり、聞き耳を立てたりする事が多いです。何事に対しても興味が強く、また疑問に思うことが行動化となっている様子の為、なるべく本人の納得がいくよう対応しています。

・Ｈ24.1/5、朝食後にゴミ箱から少し中身の入っている牛乳パックを拾い隠れるようにして飲んでいることがありました。また、食事中に床に落ちた食べ物を拾って食べたり、皿を舐めったり、食器に付いているおかずの汁を水で洗い落として飲んでいることも見られていますが、そのことは本人もあまり良くないことだと気付いているようです。

・デイナイトに於いても口を動かしている為、問うと胃から戻ってきた物を再度噛んでおり、スタッフの注意に対して「汚くないよ」と表情硬くされることがあったそうです。（施設内でも見られています）

・朝食時、急に洗濯場へ行き、女性の洗濯物をいじったり、入れ歯を口から出して舐めながら歩いたりすることがあります。

毎日のように朝の飲み残しのお茶を通所から帰荘すると飲んでいるため、不衛生であることを伝えますが、顔の前で手を振りながらニヤニヤして立ち去っています。
・新しい下着等があるが、破れた衣類・靴下を縫っては使い続けており、「もったいない。まだ使える・・・」と廃棄することが出来ず、声かけに対して興奮した口調で拒否されています。

・以前程では在りませんが、しけもくも見られ、指導に対しては顔の前で手を振りニヤニヤして立ち去っています。
・入れ歯洗浄が上手く出来ていない為、洗浄剤を事務室管理にて毎日本人へ渡して行なって貰っています。

○ 糖尿病の理解が浅い

・糖尿病であり、外来受診時には担当医より、レクリエ－ション時だけは控えずに食べて良いが、普段に於いては控えるようにと説明うけていますが、難しいようです。（袴田様など他者に貰っている様子もあり）デイナイトでもおかわりの禁止といった食事制限を設けていますが、何かと理由をつけては食事を多く盛り付け勝手にお代わりをするなど、食べ物に対する固執が依然見られ、食事量を減らされることのみを捉え不満を口にしています。

・運動プログラムの時間になると、急に体調不良を訴えて休もうとする事が度々見られています。糖尿病のため、運動が必要な事を伝えていますが、理解は低いです。

・以前より体重も増加傾向であり、毎月検査している血糖値も安定してなく、指導に対して自分に不都合な面のみを捉え、治療としての必要性については理解が浅いです。
○ 他者交流について

・1/31、稲垣様が背伸びした際に腕が本人の身体に当たった為、すぐ本人へ謝罪していますが、「わざとやったな！」と強い力で稲垣様の腕を叩くことがありスタッフが介入しています。

・メンバ－に対してもニヤツキながら対応することがあるため、トラブルになることがあります。
○ Ｈ23.8に施設内で結核発症者が出たことから、11/4、八戸保健所で採血検査を実施（ＱＦＴ）。

陽性との診断結果から結核発病予防薬　イスコチン300ｍｇ（起床時）を12/18より服用しています。

○ 背部や胸部の掻痒感をについては、オイラックス軟膏による処置を継続しています。



	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 荘内生活のルールや衛生面に
おいて不適切な行動が見られる
・  偏った節約の仕方をすることから適切な使用が出来ない。

・　不衛生であるという認識が持てない。
・　異性に対して不適切な接触を

図る事がある。

　

	・　「しけもく」は個人が火傷するだけでなく、火災の危険があり施設内にいる全ての人を危険にさらすことになることを本人にしっかりと説明し、厳重に指導していく。また勉強会を用いて継続的な見守りと適時の指導を行っていく。（現在は本人了解のもとタバコとライタ－は事務室預かりとしており、喫煙後はカウンタ－へ戻してもらっています。）

· 継続して灰皿の掃除を担当していき、喫煙後のタバコの始末を認識してもらう。

・　喫煙を優先し、日課に支障がでないよう声掛けを繰り返し行い、服薬習慣を確かなものにしていけるよう見守りしていく。

・　シャンプーや靴下などの衣類等について、適切な使用量や捨てる時期の声掛けを行っていく。

· 節約の意識を、適切な行動に繋げるよう行動の修正を図っていく。

· 食事に付いたふりかけや海苔佃煮などの使用後の袋をポケットに入れておき、後で舐めたりするため、腐敗しやすい物であることを理解できるように説明していく。（ゴミ箱を漁っていることがある）

· 異性に対して接触が過度にならないよう見守りや指導をしていく。また、不適切な行動に対して本人に振り返りをしていただき、気付けるように図っていく。
	５ヶ月

	2 糖尿病の理解が乏しい
・ 糖尿病の危険性と食事制限の　　　必要性の理解が浅い


	・　 定期的な健康プログラムや個人対応も含めて糖尿病の理解と食事制限の必要性を意識出来るよう継続的な教育を行っていく。

· 体重が増加してきていることで、血糖値が安定しない可能性が考えられることを本人へ伝え、食べ物の制限が必要なことを説明する。

　・　現在行っている食事制限について、間食を行っていないことやカロリーを抑えた飲み物にしていることの評価を本人へ返すことで、継続した食事制限の取り組みが出来るようモチベーションの維持を図る。

　・　定期的な健康プログラムや個人対応から、血糖値を

　　　目安にした糖尿病の状態理解が出来るよう勉強会を行い、血糖値へ対する意識を高めていく。
・　定期的に行われている血糖値測定の結果によっては

主治医との相談を踏まえて食事摂取量の調整や運動といった対応を検討していく。

　・　買い物時には購入する物を本人と確認する。守れない場合は同行支援を行っていく。
	５ヶ月

	障害程度区分
障害程度区分の判定結果は、「区分２」で通知されています。



プラン計画者　氏名：　小坂　和子

修正プラン実施評価日： H　24年　2月　27日（月）　青山荘地域交流活動室

保護者





本人

















